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70
日
｜

病
理

解
剖

所
lL

局
部

ハ
何

等
ノ

運
動

降
磁

ナ
ク

シ
テ

経
過

シ
該

部
ヲ

取
リ

英
／

億
縦

切
開

ヲ
行

ヒ
テ

関
節

腔
内

ヲ
続

フ
ユ

小
程

ハ
全

ク
lllTnMllt

袋
ニ
i宋

ク
蔵
セ
ラ
ノ
レ
、

7
認

ム
。

*1
げ
治
弓
1的

所
見

ノ
ト
骨
堂
ハ
之
ヲ
閑
総
ス

2レ
ユ
結
締
手
！
日
食
ヲ
以
テ
シ
，
凡
ソ
大
小
三
個
二
分
離
シ
，
吸

~l.'.セ
ヲ
レ
タ
ル
：
！
＇
）
メ
相
互
間

J、
最
早
速

絡
ヲ
断
タ
レ
ツ
ト

λ
ル
ノ
｛
象
ヲ
明
カ
ニ
認

ム，
~n
チ
相
互
間
ノ
連
絡
ノ
、
今
ヤ
結
締
組
織
ヲ
以
テ
置
キ
j℃
へ
ラ
竹
英
ノ
大
ナ
ノ
レ
モ

I
'i 

}L 
Jし

ユ
小
骨
量
ノ
硝

子
t'f
；軟

骨
ノ
、
会
ク
吸
牧
セ
ラ
レ

，
｛
高
二
化
骨
軟
骨
部
ノ
一
部

7
留
ム

Jレノ
ミ

ユ
シ

ァ
只

骨
吹

ノ
部

分
筏

リ
，

骨
髄

細
胞

ノ
、
生
命
ヲ

i呆
持
シ
．
各
様
ノ
細
胞
染
色
明
力
ナ
ル
モ
元
骨
質
ノ
、
漸
宍
吸

4lcセ
ラ
レ

，之
＝
代
フ
ル
ユ
大
部
分
ハ
紡
締

i~~細
胞
ヲ
n
テ
シ
，
一

部
分

ハ
彼

方
此

方
ユ
nt{E

シ
テ
新

生
セ

ル
軟

骨
ヲ

以
テ

ス
ル

ノ
像

ヲ
認

ム
。

細
血

管
ノ

新
生

者
明

。ィ、
ナ

ル
モ

ノ
品
於

テ
ハ

只
新

生
セ

ラ
レ

タ
ル
軟
骨
細

jl>.•,'"f＝－
＂＇
テ
蒋
ピ
結
締
微
細
胞
＝
置
キ
代
へ
ラ
ル
、
ノ
状
ヲ
示
セ
リ
。
他
ノ
ー
ツ
ノ

、結
ff.Yi力

ニ
制

l子
十
安
欣
骨
ノ
一
昔
日
僅
＝
存

ス
ル

モ
細

胞
絞

始
lI

自
失

セ
リ

。
化

骨
軟

骨
部

ハ
倫

ホ
明

カ
ナ

リ
。

骨
質

部
及

骨
髄

腔
ハ

次
第

ニ
結

締
繊

細
胞

ヲ
以

テ
鐙

キ
代

へ
ラ

レ
ノ

、
ア

9
¥

 ｜術
悶

十
.

~1・ー
多
m
o
。

5
0
日門口

ベけ

iu
u 
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ふ
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灘
中
義
富
酎
司
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ド
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司
一
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軍
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M
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開
U
F
O

選
挙
，
h
吋

U
引
同
十
世
〈
薄

固
十
い
蹴
W
菊
）
’
滋
沙
》
国
ド
時
ゆ
山
下
、
，
殺
端
々
古
河
い判「
m
T
守
二
叩
va－－い
o
m
u
剖
肘
唱
山
市
、
，
械
で
山
ご
｝
’

T
斗
唱
、
γ
潟
、
押
す
》
時
割
強
終
温
H
M

守、マ

鶏
凶
可
制
刷
、
・
通
脳
、
，
南
裕
司
、
ヤ
古
畑
凶
W

M

矧
咋
唱
（
毒
菌
十
川
崎
W
濁
）
。
時
脚
闘
精
｛
g
h
渉
中
、
，
霧
E
E
時
一

τl菌
、
蹴
ポ
－
m－J

W

誌
ト
（
一
毒
圏
十

B
W議〉
0

滋
娼
晴
樹
珪
沼
恒
滋

l
凶
M

E

h
渉
中
油
勢
叫
翠
サ
泊
、
ぞ
れ
今
湾
、
，
hr怒
D
d
叫州淘
u
p
球
山
市
国
豆
油
禁
漏
刊
す
ド
叫
w
u
報
い
、
、
、
｝
d

T

W

E

T

U

O

掛
戸
惑
情
p
d

ヨP
4

J
唱陣
、，
ゆ
守
一
謀
議
掛
戸
惑
刈
伝
市
、

R
4
Y
1
4笥
山
可
、
中
醤
慈
T

蔀
為
市
、
｝
J
時
ロ
湾
、
索
中
静
岡
議
叫
叫

N
f
－却器、，
M
刷
、
知
国
国
防

新
聞
、
功
一ゆ
ivw
－
号
出
伊
勢
、
，
混
一
癖
？

守

JY
同
利
通
俗
h

」
州
、
神
間
同
晦
国
国
債
、
、－
’
崎
沖
刈
関
ト

干
＼州

－M
そ山市

1
3両
H
今
潟
、
，
汁
岩
山

ヤ
渇
』
持
巾
ψ

で
き
γ
涛
ご
判
A
N
F
M
W
咋

J
m－
詮
議
、，
曲周
u
q
h
F
u
q
h
診山下・
l
u
q
H
〉
回
帰
持
仕
？
？
d

T

沼田晴
u
s
u
q
ド、，
M
門
h

引
当
併
で
可
〆
－
ヲ
「
課
、
甲
帯

醤
議
山
ぷ
肉
、
お
λ
守叫榊時一

τ、，齢、噌蜘
E
田
宮
＼
鵡
訓
同
庁
、
ヤ
刈
－E相
λ
析、。、－
d

噛胸叫
、伊
弘
之
中
前
附
濡
叫
州
割
、
，
繋
Mm明
示
海
鵡
沼

T
ヤ
古
川
倒
ト
o

（
毒
菌
十
判
精
還
）
。

粉
砕
セ
ラ
レ
タ
ル
骨
軟
骨
小
龍
ノ
運
命

関
節
陸
内
ニ
全
ク
遊
離
セ
ラ
V

タ
Y
骨
軟
骨
小
鰹
A

間
モ
ナ
ク
滑
液
膜
又
A

脂
肪
倣
接
ト
癒
著
ヲ
替
ミ
漸
衣
吸
収
セ
ラ
－

y
、
A

前
賓
駿
－
一

第
三
節

於
ア
之
ヲ
知

v
y
。
本
節
－
一
於
ア
A

之
ヲ
更
－
一
確
謹
セ
ン
ト
ス
U
F

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
向
衣
ノ
事
項
ヲ
解
決
セ
ン
ト
ス
U
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

（
一
）
関
節
遊
龍
ガ
遊
離
セ
ラ
レ
タ
Y
骨
、
軟
骨
及
骨
膜
等
ヨ

7
濁
立
的
－
一
費
生
ス

Y
事
ナ
キ
ヤ
。

（
二
）
遊
離
セ
ラ
レ
タ
Y
骨
、
軟
骨
及
骨
膜
等
ガ
ア

Y
刺
戟
ノ
下
－
一
稜
育
ス

Y

コ
ト
ナ
キ
ヤ
。

乃
チ
第
一
ノ
目
的
ヲ
達
ス

Y
鴻
メ
前
節
ト
同
様
ナ

Y
準
備
ノ
下
－
一
関
節
腔
ヲ
開
キ
、
大
腿
骨
端
ヨ
リ
撃
取
セ
U
F

骨
軟
骨
小
健
ヲ
骨
膜
ト
共
－
一

乳
鉢
中
二
一
於
ア
無
菌
的
－
一
一
粉
砕
し
v
、
之
ヲ
闘
節
腔
内
ニ
包
蔵
セ
シ
ム
。
第
二
ノ
目
的
ヲ
達
ス

Y
潟
メ
術
後
白
色
葡
萄
朕
球
菌
ヲ
注
入
ジ
ア
経
過

ヲ
観
察
セ

y
。
前
者
ノ
場
合
－
一
一
於
－
プ
A

一
週
間
以
内
ニ
於
ア
粉
末
ノ
大
部
分
A

吸
牧
セ
ラ

ν
、
比
峻
的
大
ナ
Y
細
片
ノ
二
、
三
脂
肪
敏
接
ノ
表
唐

－
一
留
マ

Y
ヲ
鮪
知
シ
得
ペ
ク
、
街
或
物
A

大
腿
骨
端
ノ
剥
離
セ

Y
扶
損
部
－
一
回
著
セ
U
F

ヲ
認
ム

Y

モ
関
節
睦
内
二
A

小
健
叉
A

異
物
ヲ
留
メ
ズ

「
エ
ヅ
キ
ス
」
光
線
検
査
ヲ
行
フ
ニ
術
後
敷
日
間
A

関
節
陸
一
様
－
一
征
漠
タ
Y
稀
薄
影
像
ア
留
メ
、
粉
末
中
ノ
比
較
的
大
ナ
Y
二
、
三
ノ
小
片
僅

ζ

濁
立
セ

Y
影
ヲ
印
ス

Y
ヲ
認
ム

Y

毛
、
二
週
間
以
後
ニ
於
ヶ

y
f
t
ノ
ニ
ア
η
ノア
A

最
早
何
等
ノ
影
像
ヲ
屯
留
メ
ズ
。
局
部
ヲ
開
キ
ア
検
査
ヲ

行
プ
モ
脂
肪
鍛
壌
中
ニ
鯛
知
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
ク
、
組
織
撃
的
検
査
ヲ
行
プ
モ
小
韓
費
生
ト
認
ム
ペ
キ
何
物
ア
モ
詮
明
セ
ズ
。

削
チ
本
質
験
ノ
結
果
二
削
節
ノ
貫
験
結
果
ト
葉
杭
ヲ
一
ニ
ス

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
粉
末
細
片
A

脂
肪
鍛
接
中
－
ご
収
容
セ
ラ
レ
、
吸
牧
セ
－
フ
レ
タ

y

第
戒
止
せ

F『

原

事
』 4

村

上

五
一
五

（
第
凶
競
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第
表

披
~

N
o
.
 

1. 
(
1
6
5
0
 
gr.) 

N
o
.
 
2. 

(
2
0
0
0
 gr.) 

N
o
.
 
3. 

(1800 gr.) 

N
o
.
 
4. 

3
2
日

(2050 
gr.) 

N
o
.
 

5. 
4
0
日

(
2
3
0
0
 gr.) 

N
o
.

抗
5
0
日

(2200 
gr.) 

5
日

或襲9鯛ザ

ノ織見モメ

片肪ヲニ認

小脂像中ヲ

エツパ時現化

ル且小験後

nFシノ肪キ

見着状脂ベ

キ附貼クス

開片三ナ詑

ヲkr二有ptt

：ノ一14 叩ノ’ルモ

間三メ見ル

G二留ヲタ

スユヲ曲川ヒ

人、Rυ出wnI同rA4j

一 1川北nuHAつ才a

ヲ机vw等7

像鉄部何任

ル／稀＝検

タ端ル内的

漠骨ヲ帥民f

控腿漠－早川

ハ大

u河川フ組

他出向－一行リ

仙川ヲ作

凡ル一歪ヲ

ヲラハ検木

像セ腔

7相川

ノ容節干片

片収閣開切

小ユニヲノ

ノ暦ル部多

三表タ局数

一一ノヒuリ

－一日袋行ズヨ

僅雛7メ繋

ニハ査留鍛

フ物検ヲ肪

行戎線像脂

ヲ唱光影二

在シ勺早夏

検革問。ド最。

紋附り川ハズ

光ニセ一－
4

テメ

しJ

百者日リ認

ド表権テアモ

川ノ一一経－－ヲ

レ撲部ヲ目物

口敏該間間何

－一肪ハ週週キ

直脂部一ニベ。

後ハ一後モスキ

術物ノ術ル知リ

1
4
日

2
4
日

術
後

一
週

間
＝

シ
テ

「
エ

ツ
キ

ス
J光

線
検

査
ヲ

行
ヒ

ダ
ル

＝
関

節
腔

ユ
ハ

特
ユ

影
像

ヲ
fヴ

メ
て

。
只

小
片

ノ
比

較
的

大
ナ

Pし
二
三
ノ
モ
ノ
ノ

ミ
勤

状
ノ

影
像

ヲ
示

セ
リ

。
第

二
四

日
局

部
ヲ

開
キ

タ
Jレ

モ
関

節
腔

内
ユ

ハ
何

等
小

問
ノ

痕
跡

ヲ
モ

詔
メ

ズ
。

脂
肪

鍛
壌

中
＝

於
テ

モ
縄

知
ス
ベ
キ
何
物
ヲ
モ
詮
明
セ
ズ
。
大
腿
骨
端
ノ
；
最
｜
］
離
セ
ル
基
底
／
一
部
ユ
ノ
、

i骨
液

膜
癒

著
シ

他
部

ハ
r1<1w

商
ヲ

早
ス

。
脂

肪
徽

襲
ヨ

リ
多

ノ
務

競
切

片
ヲ

作
製

シ
組

織
撃

的
検

査
ヲ

行
ヒ

タ
ル

モ
小

樫
ヲ

認
メ

ズ
。

只
惇

本
ノ

戎
物

＝
於

テ
:c
：
.
伺
ノ
染
色
不
明
ナ
ノ
レ
異
物

7
詮

明
シ

結
締

組
織

ヲ
以

テ
園

マ
レ

，
周

透
ニ

多
数

ノ
巨

大
細

胞
ヲ

見
苦

り
。

-

「
エ
ツ
キ
ス
」
光
線
曹
査
二
依
リ
小
穂
ヲ
認
メ
ズ
。
局
昔
日
ヲ
切
開
シ
テ
検
；
左
ヲ
行
ヒ
タ
ノ
レ
モ
之
ヲ
見
ズ
。
脂
肪
鍛
獲
亦
尋
常
ユ
シ
テ
小
穏
ヲ
鯖

知
セ

ズ
。

其
ノ

組
織

検
索

ヲ
行

ヒ
タ

ル
モ

小
穂

費
生

ヲ
認

メ
ズ

。

層
部

ヲ
開

キ
テ

検
査

ヲ
行

フ
ニ

腔
内

及
脂

肪
鍛

襲
中

＝
小

慢
ヲ

認
メ

ズ
o

骨
端

則
明

日
＝

二
例

ノ
小

片
接

合
シ

，
該

部
ニ

脂
肪

鍛
襲

癒
著

セ
，。術
後
第
六
日
＝
「
エ
ツ
キ
ス
」
光
線
検
査
ヲ
行
ヒ

9
ル
ユ
只
二
個
ノ
ノ
j、

片
ノ
像
ヲ
留
メ
タ
ル
モ
第
一
o

日
＝

が
ケ

ル
モ

ノ
＝

於
テ

ハ
最

早
影

像
ヲ

見
ズ

。
第

五
O

日
＝
局
部
ヲ
開
キ
テ
検
査
ヲ
行
ヒ
タ
ル
モ
小
骨
量
ヲ
認
メ
ズ
。

一
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H
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U
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4
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ヤ
市
、
4
J
湾
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暗
黙
ι
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『
滋
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何
回
れ
迦
時
開
叫
一
過
サ

h
N
F
H
市
長
崎
用
勉
強
目
、
，
努
中
燕
持
戸
惑

山ア史山市風間、，
T
混
同
国
灘
潟
、
品
開
叫
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刈
狗
鳴

ULr

第
二
章
所
謂
破
裂
性
骨
軟
骨
炎
（
C
三

g
S
B
E
A
U
L
2
2
5）
Z
就
d
l
テ

健
康
ナ
Y
開
節
腔
内
－
一
遊
離
セ
ラ
レ
タ
Y
骨
軟
骨
小
緯
A

凡
ソ
既
記
ノ
如
キ
種
々
ナ
Y
蓮
命
ノ
下
－
一
支
配
セ
ラ

ν
、
定
型
的
ノ
閥
節
遊
慨
ア

費
生
セ
ズ
。
印
チ
従
来
外
傷
性
関
節
遊
韓
ト
看
倣
＋
ノ
レ
タ
Y
多
ク
ノ
モ
ノ
A

必
ズ
ジ
モ
常
－
一
軍
ナ

Y
骨
折
一
一
由

v
y
モ
ノ
ニ
非
ザ
Y
ヲ
知

y
。

一
八
八
七
年
間
吉
正
A

外
傷
－
一
由

y
関
節
遊
耀
ノ
費
生
ス
U
Y
A

極
メ
ア
稀
有
－
一
麗
ジ
、
健
康
ナ
w
F

閥
節
－
一
於
・
7

A

只
暴
力
ノ
加
ヘ
ラ
レ
h
p
y
時

－
一
費
生
ス

Y

コ
ト
ア

Y
ノ
ミ
ニ
ジ
ア
、
従
来
外
傷
－
一
由
リ
ニ
プ
来
レ
リ
ト
看
倣
サ
レ
タ
Y
遊
館
ノ
多
ク
A

或
Y
不
明
ナ
Y
原
因
ノ
下
－
一
閥
節
商
ヨ

9
遊
離
ジ
タ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
此
際
外
傷
A

異
ノ
原
因
ニ
非
ズ
ジ
ア
只
二
究
的
一
一
作
用
ス

Y
ノ
ミ
ナ
リ
ト
ナ
シ
、
遊
韓
費
生
ノ
蹄
樽
ヲ
破
裂
性

骨
軟
骨
炎
（
。
ぇ

g
s
o
E
E広
島

2
8
2
5）
ト
名
付
ケ
タ

9
。
該
説
A

臨
床
上
ノ
所
見
ヨ
リ
ノ
得
タ

Y

一
ヅ
ノ
臆
説
タ

Y

－
一
過
ギ
ズ
ジ
ア
、
氏
A

外

傷
ヲ
主
因
果
的
関
係
ヨ
リ
ノ
確
的
－
一
除
外
ス
ペ
キ
何
等
ノ
謹
明
ヲ
モ
輿
へ
ズ
、
且
ツ
所
謂
破
特
性
骨
軟
骨
炎
ち
去
っ
白
｝
－

O
E－－王国

E
2
2
5）
ノ
真

一
諦
－
一
鯛
レ
ザ

y
キ
。
然
レ
ド
モ
氏
ノ
懐
キ
タ
Y
疑
問
A

同
時
－
一
多
グ
ノ
皐
者
〔

F
色（同∞む一
凶）（
MMVLF－Z
2
3
（
5
3で
さ
唱
国
－

E
Z
2
（回。。。）（同日）

d
－
P

E
・〕
ノ
疑
問
ト
セ
ジ
所
ニ
シ
ア
、
開
節
遊
鰻
ヲ
有
ス
M
F

患
者
ノ
多
ク
A

其
ノ
既
往
症
ヲ
尋
ヌ

Y

－
二
河
部
－
一
外
傷
ヲ
受
グ
タ

Y
経
験
ナ
ク

其
ノ
病
歴
ヲ
有
ス

Y
者
ト
雌
毛
直
接
外
傷
－
一
附
随
シ
，
プ
閥
節
遊
健
ノ
・
一
肌
朕
ヲ
起
シ
タ

Y
者
ナ
ク
、
寧
ロ
外
傷
ト
関
節
症
朕
ト
ノ
間
二
一
数
箇
月
乃

借
用
成
品
世

F『

原 。3
!>:) 

国

持
率
、
，
時
部
隊
鴻
同
・
出
ド
湾
市
一
越
時
司
港

3
・H
骨
骨
選
制
叫
淳
一
易
圏
剣
山
同
u
f
刷、喝、守

μ
淘時一円
1
・
明
暗
爾
同
期
い
＼
首
、
ぞ
市
い
出
回
冨
柑
持
制
球
山
市
〉
揮
前
九
可
由
時
w
p
q

滋
川
い
E

h
陣
中
山
市
淘
時
一
円
叫
翠
キ
辻
鈴
同
附
叫
命

π
布
、
ャ
ド
部
系
議
不
可
園
出
血
仏
、
民
両
手
市
、
｝
J

諮コ
ι
N
X
F

国
可
同
社
務
爆

、，訓
崎
町
サ
時
隅
4
『
斗
で
。
‘
却

益
津
山
畑
時
四
ド
〉
翠
哨
喝
、
伊
F
o

ι
F
C
回

世
可
燃
料
M
E
H
D
険
議
樹
海
義
援
4

昨
〉
℃
布
、
マ
ド
迦
裂
嵐
清
明
、
・
持
母

J
W

H

細
U

洲、で

U
附

ア

滋

l
O
E
U
湾
市
〉
蕗
翠

r
i胃
中
山
け
伸
、
混

ヰ
ユ
瀞
E
u
n
F
ベ
匹
前
子
市
滞
感
菖
市
守
之
時
》
刷
、
・
判
明
M

O
国
H
渉
中
〉
闘
で
J

灘
消
叫
即
時
℃
叩
議
議
－

zz
o鵜
国
O
E
H
湾
市
迦
時
一
可
蓮

＃山
H
F
U
灘
南
問
、
，
蛮
剛
司
刷
糊
γ
由
同
報
い
ご
蛮
剛
司
惇

U
E
罷
ヰ
キ
ぞ
蒲
鶴
、
〆
感
h

ド
冊
刊
務
タ
国
湘
燕
哨
日
制
U
F
O

園
町
ヨ
割
掃
海
〉
出
引
い
v
叫
府
議
昨
干
刈

N

F

A

叩
雄
副
守
、
出
開
制
崎
市
‘
そ
。
令
部
叫
湖
沼
片
礼
。
中
批
酢
冊
府
内
辺
諸
3
2
w哨醐時
mr
仲
唱
。

m
C
E
 

議
時
伸
滋
凶
ロ
ド

D
R
d剖
剛
山
湾
同
神
叫
間
立
排
出
F

柏、、首、

r
u灘
ロ
ド

℃山可一
濁
国
柄
ぶ
涛
同
国
訓
崎
温
ず
守
唱
首
、
y
h
m
B
4叩
十
～
y
a

高
岡
習
い
＼
滋
い

O
m
u時市山市

、
，
出
一
一
ロ
凶
唱
、
臨
ド
濡
ヰ
凶
可
世
間
’
M
－F
h
m
｝
回
国
削
除

y
判
明
川
汁
ロ
H
湾
市
町、
，
監
、
，
滋
同
前
哨
漂
い
＼
山
市

J

務
渦
開
U

F

O

N
科凶刊

O
回
ド
渉
中
、
，
鴨
川
風
鳥
海
哨
制

温
み
N
X
o
g怠
刈
緩
和
、u

海
時
百
哨
翠
L

市
中
蕩
同
開
叫
日
均
何
？
で
山
中
地
甜
骨
府
内
即
時
古
河
川
刷
、
毒
尚
U
》
園
町
国
司
由
時
嗣
刷
N

阿
部
終
潟
、
溺
也
市
尚
開
叫
崎
市
微
温
U
F
O

、γ
湾
、
曲
岬
除
ベ
河
川
内
O

著、4

村

九、』J

土

（
第
阿
波

r
H一一

七



第
或
品
世

F『

原

善、，A

村

上

五
一
八

（
第
阿
波

一O）

至
数
年
ノ
間
隔
ヲ
認
ム
w
y

ナ
9
。
］
一
己
色
。
埼
（

5
0∞
）
（
＝
よ
小
髄
剥
離
ノ
原
凶
ア
骨
端
駄
木
養
障
擬
－
一
師
ジ
、
元
来
掛
川
羽
ナ
u
y

該
部
ソ
血
管
ガ
闘
節

運
動
其
ノ
生
理
的
範
圏
外
－
一
行
A

レ
タ
Y
時
損
傷
セ
ラ
Y

、
震
メ
局
部
A

柴
養
障
擬
ヲ
起
シ
、
僅
少
ナ
M
F

外
傷
－
一
由
リ
ア
モ
骨
端
ノ
剥
股
ア
・
来

ス
ユ
至
U
F

モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
。
然
レ
ド
毛
氏
ノ
設
A

充
分
ナ
u
y

病
理
解
剖
皐
的
根
懐
ヲ
有
セ
ザ
Y
潟
メ
、
一
般
－
一
信
ゼ
－
ブ
レ
ズ

〔
同
一
ヨ
ロ
Y
H
5吋
（

H
U

。。）｛同町）〕

o
k
r
M
E
5
2
2
S
3
3
3
A
遊
鰹
費
生
ノ
機
轄
ア
回

1
Z
3
2
5町
2
。
一
ト
稽
シ
ア
無
腐
性
骨
折
ノ
存
在
ヲ
提
唱
シ
、
業
ノ
原
四
月
草

ナ
Y
外
傷
－
一
由
M
F

モ
ノ
ニ
非
ズ
ト
ナ
セ
リ
。
然
－
プ
バ
同
O
H
M

－
ぬ
ノ
所
調
不
明
ナ
Y
原
凶
ト
A

抑
々
那
遁
－
一
存
ス
U
Y

モ
ノ
ナ
リ
ャ
。
余
λ

関
節
面

ヨ
y
剥
離
セ

Y
小
膿
ア
閥
節
睦
内
二
遊
離
セ
ジ
メ
、
夏
－
一
関
節
腔
－
一
毒
力
薄
弱
ナ
Y
白
色
葡
萄
朕
球
菌
ヲ
注
入
シ
タ
Y

二
共
ノ
或
物
A

轄
度
ノ

炎
街
ヲ
起
ジ
、
小
韓
A

永
ク
関
節
腔
内
二
浮
瀞
ジ
、
局
部
ノ
炎
街
消
失
後
A

定
型
的
ノ
遊
睦
ト
ナ

y
－
ア
関
節
院
内
－
二
世
マ
リ
タ

Y
ヲ
見
タ
リ
ノ
。

郎
チ
小
韓
A

全
ク
閥
節
腔
内
ュ
自
在
－
一
浮
瀞
ジ
、
結
締
組
織
ヲ
以
－
ア
ナ
U
F

薄
膜
ァ
被
レ

9
0
小
耀
ヲ
形
成
セ

Y
細
胞
A

生
命
ア
保
持
ス

Y
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
周
園
ヨ
リ
’
軟
骨
新
生
ジ
ア
小
暗
A

大
サ
ヲ
増
セ

Y
ノ
版
ア
認
ム
、
出
町

ギ
、
所
謂
浸
潤
（
H
E
Eず
山
司
吉
阿
）
－
一
叫
依
M

ト
稿
ヘ
、
m
山c
｝戸巴凹巾よ仏∞］阿（
Hむ。。）（同
o
）
A

其
ノ
大
サ
初
メ
ノ
約
三
倍
－
一
至
リ
タ
山
F

毛
ノ
ヲ
見
タ
η
ノ
ト
都
ス
。

叙
上
ノ
如
ク
閥
節
腔
－
二
定
期
間
軽
度
ノ
炎
街
存
在
セ

Y
場
合
－
一
ア

y
－
プ
心
、
関
節
面
ヨ
ソ
剥
離
セ
w
F

小
館
A

初
メ
元
位
置
－
一
留
マ
U
Y

モ
決

hv
－
プ
接
合
セ
ズ
、
反
ッ
ア
閥
節
腔
内
二
移
動
シ
、
脂
肪
敏
壌
亦
之
ヲ
牧
容
ス

Y
ノ
能
力
ァ
失
フ
モ
ノ
、
知
ク
、
小
龍
A

永
ク
路
内
ニ
遊
離
シ
炎

街
消
失
後
定
型
的
遊
館
ト
ナ

9
－ア留
Y

コ
ト
ア

y
ト
ナ
ス
。
（
第
四
表
委
照
）

証書

国

対~

瑚

吉事

国

一~I~

ミ京

注z

出。・】・

（

H
4印
（
）
問
円
・
）

券
遣
、
，
涛
詐
汁
？
却
索
、
甲
、
－
J

噛
陣
山
ご
ぷ
同
措
祖
国
時
甘
酒
凶
唱
法
時
間
町
一
出
陣
両
立
制
市
宵
勺
？
？
？
隊
い
国
立
阪
市
山
平
副
編
洲
ド
諒
琳
ム
H
F
D
険
副
出
掛
湾

籍
酬
明
納
税
、

l
D比
W
H判
刈
田

l
話
、
除
錨
忌
ゆ
議
片
付
h

ド
蕊
杓
LBN
山
可
誘
惑
耐
司
』
時
h

ド詳し
f
止
で
以
山
町
、
ヤ
H
鵜
川
芦
田
、
採
’
μ
〉
連
説
漏
出
F
T
磁
U
階
附
畑
道

山W
H

細
々
首
唱
で

uqE巾
十
守
山
附
津
叩
F
，u
p
柄
、
今
蕗
〉
議
議
・
町
、
て
山
ご
g
w【一以
o
w澗

l
同
国

U
同
中
山
市
湖
時
一
山
首
蓮
・
ぃ
守
山
市
薄
附

J

w

h

布
、
h
u

今
鵡
〉
機
時
用
品
川

守、繭
h
p

ゃ
、
中
、
司
蕗
桝
hm
二
時
ゆ

H
F
制
キ
〉

U
F
国
亘
社
割
胃
燦
7

市
議
鵡
庁
主
事
務
、
，
吊
3
4
片岡市廊
U
F
O

中
義
津
両
冊
片
山
川
目
、
，
忍
端
母
哨
咽
－
U
F
O



:-<a. 
2. 

I
 2
7
日

(
1
8
0
0
 gr.) 

No. 
3. 

I
 75

日
(
2
8
0
0
 gr.) 

I
 

前
倒
］
ト
同
様
／
：
方
法
ヲ
以
テ
手
術
ヲ
施
シ
ダ
ル
後
三
日
ヲ
経
テ
白
色
葡
菊
J伏

球
菌

ヲ
注

入
シ

ダ
ル

ニ
第

五
日

二
於

テ
ハ

局
部

一
般

＝
腫

脹
シ

動
物

ハ
患

肢
ヲ

屈
シ

lJ
）し

億
二

シ
テ

敢
テ

使
用

セ
ズ

。
第

一
五

日
ニ

於
テ

ハ
腫

脹
減

退
シ

動
物

ハ
自

由
ェ

忠
放

ヲ
使

用
ス

ト
錐

モ
胸

診
ス

Fレ
日
十
、
街
ホ
僅
力
＝
波
動
ヲ
詮
明
ス
。
第
二
七
日
＝
之
ヲ
幾
シ
，
局
昔
日
ヲ
開
キ
見
担
ル
ユ
F骨
液
ノ
、
I国

濁
著
明
ユ
シ
テ
小
穏
ノ
、
会
ク
元
位
置
ヨ
リ

遊
離

シ
，

何
等

ノ
癒

著
ヲ

モ
詮

明
セ

ズ
。

組
織

事
的

検
査

ヲ
行

フ
ユ

軟
骨

及
骨

細
胞

ハ
倫

ホ
核

染
色

佳
支

ニ
シ

テ
生

命
7
保

チ
，

只
剥

脱
セ

ラ
レ

9
ル
側
／
骨
質
昔
日
細
胞
及
骨
髄
細
胞
ノ
、
退
行
性
獲
化
ヲ
曇
ス
ノ
レ
モ
ノ
ア
リ
テ
染
色
不
明
ナ
リ
。

米
粒

大
ノ

骨
軟

骨
小

憶
ヲ

大
腿

骨
内

線
ヨ

リ
饗

取
シ

，
元

位
置

ヲ
保

9
シ

メ
タ

ル
後

三
日

ヲ
経

テ
白

色
葡

菊
吠

球
菌

ヲ
注

入
シ

ダ
ノ

レ
ー

間
モ

ナ
ク

局
部

腫
脹

シ
波

動
著

明
ト

ナ
リ

．
第

一
二

日
ユ

於
テ

ノ
、

前
面

ヨ
リ

破
開

シ
テ

膿
汁

ヲ
分

泌
シ

，
関

節
前

面
ノ

腫
脹

ノ
、

軽
減

シ
l;t

）レ
モ
膝

胸
部

＝
大

T
Pレ

膿
蕩

ヲ
形

成
セ

り
。

第
二
O

日
二
於
テ
ハ
膿
磨
小
ト
ナ
リ
シ
モ
闘
節
前
商
品
ノ
、
痩
孔
形
成
ス

斯
ク

シ
テ

久
シ

キ
間

炎
衝

完
全
二
消
失
ス
ノ
し
二
五
号
ザ
！
｝
シ
ガ
第
五
：
0

日
＝
於
テ
ノ
、
膿
蕩
去
リ
，
関
節
［
／
腫
脹

7
見
ズ
。
痩
子
L
ノ
、
小
ナ
ル
媛
痕
ヲ
飴
シ
テ
治
癒
セ
リ
。
然

レ
F'
モ
患
肢
ノ
、
該
関
節
ユ
於
テ
約
六
O
度

ニ
屈

シ
.lJ

）レ
億
著
明
ナ
ノ
レ
寧
縮
ヲ
起
セ
リ
，
関
節
ノ
前
面
ユ
ノ
、
膝
蓋
骨
ヲ
鯛
知
ス

I
C
外

其
ノ

粉
々

下
方
関
宮
fi
胞
内
＝
於
テ
小
暗
ヲ
認
メ
，
自
在
＝
運
動
ス
ル
ヲ
鯛
知
ス
。
「
エ
ソ
キ
ス
」
光
緋
：
検
査
ヲ
行
ヒ
ダ
ノ
レ
ー
関
節
腔
ノ
前
面
＝
小
穂
ア
リ

大
腿
骨
端
関
節
・
面
＝
干
官
接
シ
テ
存
ス
ル
ヲ
見
，

膝
蓋
骨
ハ
柏
、
々
上
方
＝
移
動
セ
リ
。
‘
該
小
鰭
ハ
其
ノ
後
二
於
テ
モ
常
ユ
同
様
ニ
シ
テ

t'cl
在

二
浮
i持
セ
ノ
レ
ヲ
燭
知
1
シ
，
第
一
ヒ
五
日
＝
動
物
ヲ
鎚

ν
局
昔
日
ヲ
開
キ
見

lJ
）レ

＝
金
、
グ
遊
樵
セ
ル
米
粒
大
ノ
小
椋
f
骨
液
中
ニ
ア
リ

.7
何

等
周

園
ト

癒
着
セ
ザ

Jレ
ヲ
知
レ
リ
。
関
節
商
ノ
、
大
部
分
＝
於
テ
上
下
互
＝
可
十

P
強
キ
癒
著
ヲ
替
ミ
ー
結
締
織
繊
維
中
日
交
錯
セ
リ
。
而

i
シ
テ
関
節

B~
ノ
前

方
ヲ

成
セ

Fレ
一
部
＝
於
テ
関
節
商
ノ
癒
著
ナ
ク
イ
、
億
円
該
部
＝
校
入
シ
在
リ
。
滑
液
ハ
乾
燥
シ
，

I委
様

ヲ
嬰

ス
。

該
小

健
ハ

正
シ

ク
手

術
ノ

際
大
腿
骨
端
ヨ
リ
聖
書
取
セ

Jレ
モ

ノ
ユ

シ
テ

其
／

大
サ

ノ
、

三
手

術
時

ト
大

差
十

ク
．

慌
図

形
ヲ

星
川

表
面
f骨

津
＝
シ
テ
其
ノ
鋭
者
IJ
ナ

ル
縁

遠
ハ

磨
滅
シ
，
禁

lj慨
セ

ル
粗

縫
ノ

而
亦
f骨

津
ト
ナ
レ
リ
。
小
穂
ハ
其
ノ
組
織
事
的
検
査
・

7
行
ヲ
＝
之
ヲ
形
成
セ
ノ
レ
細
胞
ノ
、
生
命
ヲ
保
持
シ
，
一
例

／
完
全
ナ
ノ
レ
関
節
遊
鰭
ヲ
形
成
セ
リ
。
其
／
周
造
全
般

7
園
縦
ス
ル
ユ
薄
キ
結
締
織
繊
維
ヲ
以
テ
シ
，
一
（
附
園
十
六
参
！
！
官
）
倫
軟
骨
細
胞

r
新

生
増
穂
セ
ル
部
分
ヲ
設
明
ス
（
附
闘
十
七
参
照
）
。
骨
髄
細
胞
ノ
、
其
／
数
ヲ
減
シ
，
其
ノ
栄
養
不
充
分
ナ
ノ
レ
ヲ
想
ハ
シ
ム
ル
部
分
ア
リ
。

踏
川
柵
塑
華
麗
~

(Plica 
adipo加

）
、
制
劇
画
ト
孟
雌
蝋

II
据
恥

皇
室
議
出
（

Plica
adiposa）

く
箆
匡
糧

11事
｛
·
~
曜
w
~
、
継
粉
ふ
’
盛
岡

~!I:ぐ
唱

iι111開iト
ふ
’
箆

l市~t{III:詩
韓
ヘ
占
~
~
計
h
ホ
ふ
’
在
宅
余
陸

併
m::,言

語
語

G.'._!:I:ヘ
寝
忠
義

ii
藍
糊
代
。
－
＜
~ii

~·r-_
く
科

P謀
議
童
話
（

Plicae
alares）

ι
撲
中

1ハ
h

’
l
事
h
ホ
ふ
民
主
主

l申~t{！
！
！
：
~
斡
ヘ
陸
軍

11
iギ

h
瞬（

長
ii

4司
~
m
h
置
明
ふ
’
E
糧
盤
ヘ
糧
国
国
企
袋

ii~’
·
~
黒
部
代
。

:Ji:l＼
州
割
時
主
判
精

1q器
11',
く
掛

IJ
~
重
量
吉
田
ヘ
梅
街
~
~
黒
木
爪
ふ
4

ミ
w

ヘ
ト
官
、

ι
黛
代
ミ
栴
〔

F
i
c
k
(
l
9
0
4）

附
〕
ト
ミ
ヘ
，
，
，

11
ふ
れ
れ
取
略
奪

11
薪
代
ミ

1
！
連
ヘ
主
主
題
l~~~a:更

（
E'chutz、-virkung)

ii
程
時
ふ々

、
ミ
栴
ト

ミ
ト
表
爪

H
o＜
＊
く
窓
圏
中
ミ
恒
組

11
・
同
~fi'-~κ

ミ
窃
~111

悪
！
｛
~
~
時

1民
ヘ
主
主
霊
糧
盤

IJ信
r<
ふ
れ
’
逗
略
奪

11薪
代
ミ
皇
室
毒
患
部
ヘ
組
制

作
、
事
選
艇
が
ふ

ii
右
肩
く
｜
思
E

h
躍

11',
屋

ii
i主
主
主
主
警
告
訴
ム
蝉
判
~
~
ホ
ふ

P判
＼
~
国

IJ
く
鴇
k
豊
富
ト
；
思
ミ

IJ
lifi 
~
。
誌
、
以
係
省
産

11~
送
経

11当
時

中
爪
斗
’
ヰ
去
ぺ
持
ヘ
~
~
趣

iii皇
制
午
ふ
れ
器
店
察
本
ミ
程
《nit\~実ふヤ、

~
w
ヘ

W
鰻

11
~
鑓
寝
起
蝉
朝
早
h
本
ふ

P
l
ふ

~~..i.ifl'-段
；
ミ
泣
く
総
括
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穏
当

＠
〔l!!!f
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1
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第
成
品
位

，....、
原

箸

村

上

五
二

O

（第
凶
競

一
二
）

在
日
ノ
ア
摘
出
容
易
ナ
ラ
ザ
Y

－一
至
y
。
業
ノ
朕
恰
モ
関
節
面
ヨ
リ
刺
股
セ
ラ
レ
タ

Y
骨
軟
骨
小
鰻
ノ
運
命
ト
軌
ヲ
同
ク
ス

。郎
チ
斯
ノ
如
ク
シ

ア
脂
肪
敏
犠
中
－
一
牧
容
セ
ラ

レ
タ

Y
異
物
A

最
早
関
節
膝
内
ニ
於
－
ア
関
節
面－一

直
接
々
鯛
ス
Y
事
ナ
ク
、
時

－一
A

何
等
ノ
症
航
ヲ
毛

呈
セ
ザ

y

ペ
シ
。

加
之
、
骨
軟
骨
小
憧
ガ
異
物
ト

シ
－プ
存
ス

Y
時
A
脂
肪
被
援
中

ニ
於
－
プ
漸
衣
吸
牧
セ

ラ
レ
、
建
一
一
消
滅

－一至
Y

モ
ノ

ナ
Y

A
前
章
ノ
貫

験
ニ
於
－プ
明
カ
品
シ
ア
更
－
一
開
節
両
－
一
損
傷
ア
Y
ト
キ

A
脂
肪
敏
接
A
直
－
一
該
部
ト
癒
著
ヲ
笹
ミ
、
創
ヲ
蔽
A

ン
ト

ス
Y
ノ
傾
向
ヲ
有
ス

。

以
上
穏
々
ナ
u
y
質
駿

ヨ
y
推
論
ス
Y

ニ
関
節
膝
A

恰
モ
腹
腔

－一
般
令
へ
得
ぺ
ク
、
滑
液
膜
A

腹
膜

－
一
、
脂
肪
敏
鹿
川
網
膜－一

相
嘗
セ
y

d
μ
如

キ
作
用
ヲ
有
シ
、
生
理
準
的
－
ニ
ツ

ノ
防
禦
作
用
ヲ
管
ム
モ

ノ
ナ
リ
ト
潟
ス
事
ヲ
得
ペ
ジ
。
（
第
五
表
塞
昭
一
）
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N
o
.
 

8. 
(
2
0
0
0
 gr.) 

N
o
.
 
9. 

(
1
5
0
0
 gr.) 

N
o
.
 
10. 

(
1
9
5
0
 
gr.) 

N
o
.
 
11. 

(
2
2
0
0
 gr.) 

N
o
.
 
12. 

(
2
0
0
0

耳
r.)

N
o
.
 
13. 

(2100 
gr.) 

7
8
日
｜

三
個

共
＝

関
節

腔
内

品
ア

リ
司

脂
肪

紙
袋

ハ
諸

所
＝

於
テ

充
血

7
認
メ

I骨
液
棺
々
乾
燥
セ
リ
。

81
日
｜

一
個

ハ
脂

肪
罰

直
接

／
表

層
ユ

在
れ

薄
膜

ヲ
以

テ
被

覆
セ

ラ
レ

．
一

個
ノ

、
f骨

液
膜

ユ
附

著
シ

司
英

ノ
上

ヲ
薄

膜
7
以

テ
覆

ハ
レ

．
他

／
一

個
ハ

避
難

λ
。

107
日
｜

二
個
ノ
、
脂
肪
鍛
量
豊
中
＝
深
ク

i枚
容
セ
ラ
レ
一
個
ハ
遊
離
ス
。

57
日
l

木
例
ノ
、
脂
肪
雛
援
ヲ
全
夕
刻
出
シ

IJ
J
C
後

鈎
丸

三
個

ヲ
入

レ
タ

リ
σ
動

物
ハ

患
御
j
ノ

跨
闘

節
部

ヲ
屈

曲
シ

タ
ル

億
運

動
ス

。
局

部
ヲ

開
キ

見
タ

ル
ニ

三
個

共
＝－
M

等
／
f,昔

、
著
モ
ナ
ク
遊
離
ノ
状
態
＝
ア
リ
。
需
産
援

7
取
去
リ

9
ル
部
耳
、
ユ
ノ
、
肉
芽
組
織
ヲ
見
ル
。

1
0
日

｜
本

例
ノ

、
脂

肪
紙

袋
ヲ

別
出

シ
ダ

ル
後

大
腿

骨
端

関
節

前
面

ヨ
リ

米
粒

大
ノ

骨
軟

骨
小

樫
ヲ

撃
取

シ
，

之
ヲ

閥
節

腔
内

ニ
全

ク
遊

離
セ

シ
メ

9

ル
モ
ノ
ユ
シ
テ
動
物
ノ
、
術
後
患
肢

7
屈

シ
敢

テ
使

用
セ

ズ
。

第
一
0

日
局
部

7
開
キ
テ
検
査
ヲ
行
ヒ
タ
ノ
レ
ユ
小
健
ノ
、
只
三
ケ
所
ニ
於
テ
繊
維

性
格
著
ー
ヲ
ナ
シ
，
其
／
主
ナ

Jl
モ
ノ
ノ
、
滑
液
膜
ト
ノ
癒
著
ナ
ク
．
新
ク
テ
小
穏
ハ
関
節
腔
／
中
央
ユ
絞
入
セ
リ
。

2
4
日
｜

前
例
ト
同
様
＝
脂
肪
器
産
婆
ヲ
易

I］
出
シ
タ

IL
後

大
限

骨
鵡

ヨ
リ

翠
取

セ
ル

小
健

ヲ
関

節
枠

内
＝

遊
離

セ
シ

メ
ダ

ル
ユ

動
物

ノ
、

術
後

膝
ヲ

屈
シ

第
二

四
日

＝
於

テ
ハ

約
六
O

度
＝

屈
シ

タ
ル

億
軽

度
ノ

筆
縮

7
起

人
之

ヲ
閲

キ
テ

検
査

7
行

フ
ユ

小
穂

ハ
周

圏
組

織
ト

ノ
癒

着
強

力
ラ

ズ
，

只
lft1皮

岐
ト
キ
自
営
ノ
癒
著
ブ
径
メ
ノ
レ
ヲ
見
タ
リ
。

襲
暗

主
導
眠
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組
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越
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L{m:

緒
（

Osteochondritis
diRRt

＇
川

C
o
n
c
l
u
s
i
o
n
.
 

I) 
T
h
e
 osteocartilaginous 

b
o
d
y
 
w
h
i
c
h
 
is 

exfoliated 
b
y
 
t
r
a
u
m
a
 
f
r
o
m
 
the 

cartilaginouse 
surface 

into 
the 

articular 

cavity 
adheres 

s
o
o
n
 
with 

plica 
adiposa, 

t
h
e
n
 
it 

is 
gradually 

enclosed 
in 

it 
a
n
d
 
absorbed 

in 
the 

body, 
or 

it 
takes 

the 

事
ま
~
~

【
陸
棚
】

t:
吋

同
111 

（奇襲
E
告書

1
 II¥) 



事
長
後
処

【
医
榔
】

t: 
..., 

同
1111

（総
E
室長

1
 fil) 

g
e
n
e
r
a
l
 
c
o
u
r
s
e
 
o
f
 fracture 

repair 
in 

its 
original 

p
l
a
c
e
 
a
n
d
 t
h
e
 
typical 

loose 
j
o
i
n
t
b
o
d
y
 
d
o
e
s
 
t
h
u
s
 
n
e
v
e
r
 
h
a
p
p
e
n
.
 

2) 
¥
N
h
e
n
 slight 

i
n
f
l
a
m
m
a
t
i
o
n
 
is 

f
o
u
n
d
 
in 

t
h
e
 
articular 

cavity 
for 

s
o
m
e
 certain 

period, 
t
h
e
n
 
this 

s
m
a
l
l
 
b
o
d
y
 
floats. 

in 
s
y
n
o
v
i
a
 
w
i
t
h
o
u
t
 
m
a
k
i
n
g
 a

n
y
 a
d
h
e
s
i
o
n
 
w
i
t
h
 
cartilaginous 

surface 
a
n
d
 plica 

a
d
i
p
o
s
a
 
a
n
d
 
r
e
m
a
i
n
s
 
there 

a
s
 
free 

b
o
d
y
 

for 
a
 l
o
n
g
 
t
i
m
e
 
therefore 

it 
will 

f
o
r
m
 
t
h
e
 
typical 

free 
articular 

b
o
d
y
 
c
o
a
t
e
d
 
w
i
t
h
 
conjunctive 

tissue. 
T
h
e
 p
r
o
c
e
s
s
 

w
h
i
c
h
 
h
a
s
 
b
e
e
n
 
described 

as 
osteochondritis 

dissecans 
b
y
 K
o
n
i
g
 m

a
y
 b
e
 
c
a
u
s
e
d
 
in 

t
h
e
 
s
a
m
e
 m
a
n
n
e
r
.
 

3) 
T
h
e
 o
s
t
e
o
c
a
出

laginous
b
o
d
y
 in 

joint 
exfoliated 

b
y
 
t
r
a
u
m
a
 
exists 

for 
a
 l
o
n
g
 
t
i
m
e
 
a
n
d
 
n
e
v
e
r
 
perishes, 

its 
n
o
u
r
i
s
h
m
e
n
t
 
is 

d
e
r
i
v
e
d
 
f
r
o
m
 
the 

synovialfluid 
(
b
y
 
m
e
a
n
s
 
of 

imbibit
問
1),

b
u
t
 
after 

f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
of 

a
d
h
e
r
a
町

e
w
i
t
h
 
plica 

a
d
i
p
o
s
a
 
t
h
e
n
 
b
l
o
o
d
 
vessel 

is 
n
e
w
ly 

f
o
r
m
e
d
 
in 

t
h
e
 
p
l
a
c
e
 
a
n
d
 furnishes 

t
h
e
 
n
u
r
i
s
h
m
e
n
t
 
directly 

f
r
o
m
 
it. 

4) 
T
h
e
 plica 

a
d
i
p
o
s
a

日
lls

t
h
e
 
articular 

cavity 
a
n
d
 
n
o
t
 on

l
y
 
d
i
m
i
n
i
s
h
 
t
h
e
 
stroke 

of 
cartilaginous 

surface 
to 

each. 
other, 

b
u
t
 
also 

d
o
 protective 

effect 
against 

b
o
r
e
i
g
n
b
o
d
y
,
 
w
h
i
c
h
 is 

g
r
a
s
p
e
d
 
a
n
d
 a
b
s
o
r
b
e
d
 
in 

its 
o
w
n
 tis

sue. 

~I 
悶

女
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P
i
t
h
a
 u. 

Billroth; 
I-fondbuch 

der 
allgemeinen 

un
cl 
speciellen 

C
hint

rg
ie 

Stuttgrcrl, 
1882, 

B
d
.
 II, 

Abth. 
2, 

S. 
573. 

2)
.
 F. 

Poncet,; 
Reviue d
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